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図 5.12 AA3層及びMV3層の鉛直方向の浸透率をパラメータとしたCl濃度変化の
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図 5.13 AA3層及びMV3層の鉛直方向の浸透率をパラメータとした重力変動の感

度解析．[A]及び[B]は、それぞれ生産領域及び還元領域の違いを示す．････ 

図 5.14 マトリックス部の絶対浸透率（km）とフラクチャースペーシング（λ）を
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図 5.16 フラクチャースペーシング（λ）をパラメータとした SB-1 坑の比エンタ

ルピーの感度解析････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

図 5.17 SE-2へ投入したトレーサ(I)の SB-1坑への応答の解析結果･･･････････････････ 

図 5.18 生産予測シミュレーション結果（発電出力、噴出流量、比エンタルピー、

Cl濃度の経年変化）･････････････････････････････････････････････････････････････････ 
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